
第
ヂ
凶
巻
　
　
研
　
究
　
　
無
難
の
百
娃
（
上
）

無
姓
　
の
　
百
姓
（
上
）

第
三
號
　
六
入
（
三
九
〇
）

喜
　
　
田

貞
　
　
吉

　
　
一
、
緒
言

　
　
二
、
「
百
姓
」
の
意
義

　
　
三
、
農
民
以
外
の
百
姓
．

　
四
、
婬
氏
の
獲
得

　
　
五
、
姪
氏
の
喪
失

　
　
六
、
非
人
法
師
の
獲
巫

　
七
、
婬
氏
な
き
庶
民

　
入
、
結
語

　
　
　
　
、
緒
言

　
百
姓
ご
は
あ
ら
ゆ
る
姓
氏
を
有
す
る
も
の
、
講
呼
で
あ

る
べ
き
筈
で
あ
る
。
然
る
に
後
世
專
ら
農
民
の
み
を
百
姓

ご
辮
し
、
而
も
其
の
百
姓
な
る
も
の
が
．
欝
欝
に
は
姓
氏

を
有
せ
ざ
る
を
普
通
こ
し
、
稀
に
之
を
有
す
る
も
の
が
め

っ
て
も
、
特
に
領
王
の
許
可
あ
る
場
合
以
外
に
は
、
之
を

公
聡
す
る
こ
ご
を
禁
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
旋
。
都
ち
其
名

は
百
姓
で
あ
っ
て
も
、
實
は
所
謂
無
姓
の
百
姓
な
る
も
の

ご
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
理
由
如
何
。
聯
か

其
の
沿
革
し
來
つ
だ
こ
こ
ろ
を
．
路
叙
し
て
、
傍
ら
庶
民
階

級
に
於
け
る
説
曾
事
相
の
攣
遷
の
蹟
を
馨
ね
て
見
た
い
ご

思
ふ
。

　
　
　
二
、
「
百
姓
」
の
意
義
」

　
「
百
姓
」
こ
い
ふ
熟
字
は
、
支
那
の
右
代
に
起
つ
た
も
の

で
あ
っ
た
Q
書
纏
古
血
燃
す
で
に
「
李
章
百
姓
」
の
語
が
あ
る

此
の
場
合
「
百
姓
」
は
一
般
民
艦
を
意
，
議
す
る
。
支
那
に
め

り
て
は
古
來
必
す
民
に
姓
あ
り
、
姓
は
説
文
に
「
人
所
生

也
」
ご
あ
っ
て
、
其
の
生
す
る
餌
に
よ
っ
て
以
て
其
の
統

を
分
つ
所
以
で
あ
っ
た
。
「
姓
」
の
宇
「
女
」
ご
「
生
」
ご
に
從

ふ
。
伽
ち
女
よ
り
生
す
る
も
の
で
、
支
那
上
古
の
雄
大
姓
隔



姜
、
姫
、
嬢
、
蝦
、
蛮
喚
姥
、
銚
、
妖
、
皆
女
に
從
ふ
の
は
是
が
爲

で
あ
る
な
ご
ご
論
ぜ
ら
れ
て
居
る
Q
蓋
し
も
ご
女
系
に
よ

っ
て
姓
を
別
つ
た
も
の
で
、
同
母
よ
り
出
で
た
も
の
、
師

ち
同
姓
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
○
別
に
「
氏
」
あ
b
更
に
族
を

分
か
つ
。
此
の
「
姓
」
ご
「
氏
」
こ
の
別
に
就
い
て
は
、
實
に

古
來
講
説
紛
々
だ
る
も
の
が
あ
り
、
今
更
煩
は
し
く
其
の

議
論
を
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
が
、
轟
嬢
軸
上
後
世
に
は
其

の
厩
別
を
な
さ
す
、
史
筆
な
ほ
「
周
姓
ハ
姫
氏
」
な
ざ
ビ
書

く
例
こ
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
Q

　
あ
ら
⑨
・
る
民
衆
必
す
其
の
生
す
る
所
が
あ
る
。
三
つ
で

理
論
上
何
人
に
も
必
ず
姓
が
あ
る
べ
き
鐸
で
、
彌
し
て
其

の
姓
を
有
す
る
も
の
を
総
欝
し
て
百
姓
こ
い
ふ
。
「
百
」
は

多
数
の
意
昧
で
、
百
姓
帥
ち
一
般
民
衆
の
総
聡
で
無
け
れ

ば
な
ら
澱
。
併
し
な
が
ら
、
勿
論
こ
、
に
百
姓
ご
は
、
國

家
統
治
の
下
に
醗
す
る
す
べ
て
の
民
衆
の
謂
で
あ
っ
て
、

化
外
の
盤
夷
は
與
ら
躍
。
又
其
の
版
門
内
に
住
す
る
人
類

で
あ
っ
て
も
、
其
の
國
民
こ
し
て
認
め
ら
れ
訟
も
の
は
勿

　
　
　
策
十
四
巷
　
　
研
　
究
　
　
無
姓
の
百
姓
（
上
）

論
除
外
さ
る
べ
き
筈
で
あ
る
σ

　
我
が
國
に
於
て
も
古
く
此
の
「
颪
姓
」
の
語
を
筆
入
し
て

支
那
の
古
代
に
於
け
る
ご
同
じ
意
味
に
用
ひ
て
居
る
。
日

本
紀
に
大
壷
貴
・
少
彦
六
二
柱
の
棘
の
功
績
を
叙
し
て
、

　
　
　
　
　
　

　
是
以
百
姓
、
至
レ
今
威
蒙
轟
恩
頼
㌔

ご
あ
る
。
叉
崇
紳
天
皇
の
詔
を
記
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
陰
陽
謬
錯
、
寒
暑
尖
ノ
序
、
疫
病
多
方
。
百
姓
蒙
レ
災
。

な
ご
こ
も
あ
る
。
「
、
百
姓
」
の
二
字
、
之
を
オ
ホ
ミ
タ
ヵ
ラ

ざ
訓
ず
◎
而
し
て
其
の
詔
の
文
の
つ
や
き
に
、
「
衆
庶
」
又

「
人
民
」
の
語
が
あ
っ
て
、
同
じ
く
共
に
オ
ホ
ミ
タ
カ
ラ
と

訓
じ
て
あ
る
こ
ご
に
よ
れ
ば
、
百
姓
郎
ち
衆
庶
で
あ
り
、

即
ち
入
民
で
あ
る
こ
ご
が
知
ら
れ
る
。
叉
孝
徳
天
皇
の
詔

に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
り
　
り
　
り

　
集
侍
群
卿
大
夫
、
及
臣
、
蓮
、
國
造
、
伸
造
、
並
諸
百
姓
等
、
祓

　
可
鎗
之
。

ご
あ
る
の
は
、
績
日
本
紀
以
下
の
國
史
に
見
ゆ
る
宣
命
に
、

普
通
に

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
山
ハ
九
　

（
　
三
九
「
）



　
　
　
第
十
鰯
巻
　
　
研
　
究
　
　
無
娃
．
の
百
鍾
．
ハ
上
）

　
現
紳
八
洲
御
宇
倭
根
子
天
皇
詔
旨
勅
命
、
親
王
、
諸
王
、
諸
距
、
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
宮
人
等
、
天
下
公
民
、
衆
聞
宣
。

ご
あ
る
の
こ
同
様
で
、
其
「
百
姓
」
ご
あ
る
は
正
に
「
公
民
」

ご
あ
る
に
相
陥
凹
す
る
。
贋
く
之
を
云
へ
ば
、
天
爵
薪
以
外
は

す
べ
て
百
姓
で
あ
る
べ
き
筈
で
は
あ
る
け
れ
ざ
も
、
こ
こ

に
は
特
し
一
般
帝
國
距
民
の
中
か
ら
、
皇
族
、
貴
族
、
宮

吏
を
除
い
た
、
所
謂
騰
民
階
級
の
総
聡
で
あ
る
Q
而
し
て

そ
れ
は
勿
論
天
皇
颪
隷
の
民
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
Q
皇
族

貴
族
等
の
從
衝
の
部
民
は
與
ら
滋
。

　
大
化
の
改
新
以
前
に
あ
っ
て
は
、
　
一
般
民
衆
の
多
数
は

皇
族
、
貴
族
等
の
從
鶴
者
で
あ
っ
て
、
國
家
か
ら
云
へ
ば

第
三
階
級
に
亡
し
、
勿
論
天
皇
直
隷
の
民
で
は
な
か
っ
た
。

皇
室
は
あ
る
が
中
に
も
最
も
大
な
る
御
家
に
ま
し
ま
す
が

　
　
　
　
　
お
ほ
や
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
み
や
け

爲
に
、
之
を
大
家
（
公
）
ご
申
す
。
或
は
之
を
御
宅
こ
も
串

　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
ミ
　
ナ
ド
　
　
　
ミ
　
　
や
け

す
○
天
皇
直
隷
の
大
御
田
を
三
宅
（
屯
倉
叉
屯
田
）
ご
ゆ
す

の
も
、
も
こ
は
同
じ
意
味
の
も
の
で
あ
っ
π
。
天
皇
直
隷

　
　
　
　
　
　
お
ほ
や
け

の
民
衆
は
師
ち
大
家
の
民
で
、
即
ち
公
民
で
あ
る
。
面
し

　
　
　
　
　
　
第
一
∴
號
　
　
毛
○
　
（
　
三
九
二
）

て
其
の
公
民
は
、
同
時
に
大
御
田
師
、
ち
三
宅
の
民
で
あ
り
、

即
ち
農
民
な
る
も
の
で
あ
る
。
我
が
國
は
古
く
か
ら
農
を

以
て
本
ご
す
る
三
家
で
あ
っ
た
。
崇
紳
天
皇
の
詔
に
、
「
、
農

は
天
下
の
大
本
な
り
、
民
の
警
ん
で
以
て
生
く
る
所
な
り
」

ご
あ
る
の
は
是
で
あ
る
。
農
民
以
外
に
も
無
論
多
く
の
民

衆
は
存
在
す
る
。
併
し
な
が
ら
、
彼
等
は
就
れ
も
所
謂
俘

み
や
つ
こ
罪
な
る
も
の
に
從
賢
し
て
、
工
業
其
の
他
の
雑
役
に
從

心
し
、
其
の
身
分
は
所
講
第
三
階
級
に
属
す
る
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
も

勿
論
公
民
で
は
な
か
っ
た
。
営
造
ご
は
、
絆
鄭
ち
其
の
從

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
や
つ
こ

属
の
部
衆
を
峯
み
て
、
天
皇
の
御
奴
こ
し
て
奉
仕
す
る
も

の
で
、
そ
れ
の
み
が
天
皇
に
流
隷
す
る
貴
族
の
班
に
列
し
、

其
の
部
民
は
輿
ら
な
か
っ
た
。
こ
、
に
於
て
か
公
民
は
、

原
期
こ
し
て
悉
く
が
農
民
で
め
る
べ
き
筈
で
あ
る
。
二
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
ぺ

て
田
地
の
耕
作
に
從
正
す
る
部
衆
、
郎
ち
田
部
の
語
が
、

直
ち
に
タ
ミ
邸
ち
入
民
の
膳
こ
な
つ
淀
の
で
あ
っ
た
。
勿

論
公
民
た
る
田
部
郎
ち
タ
ミ
以
外
、
皇
族
貴
族
等
に
從
，
鳩

し
て
、
耕
作
に
從
事
す
る
題
部
即
ち
タ
・
・
、
も
亦
多
か
っ
た
。



併
し
な
が
ら
、
彼
等
は
タ
・
・
、
で
は
あ
っ
て
も
公
民
即
ち
オ

ホ
ミ
タ
ヵ
ラ
で
は
な
か
っ
た
。
オ
ホ
ミ
タ
カ
う
ご
は
、
古

く
公
御
意
な
ご
文
面
に
書
き
、
後
の
學
者
亦
是
に
從
っ
て
、

入
民
は
天
皇
に
敢
っ
て
は
寳
で
あ
る
ε
い
ふ
意
義
に
解
す

る
を
常
こ
す
る
襟
で
め
る
り
併
し
な
が
ら
、
假
り
に
人
民

が
天
皇
の
御
身
に
取
っ
て
御
寳
で
あ
る
ご
－
て
も
、
そ
れ

を
鎮
三
者
か
ら
了
す
な
ら
ば
絡
別
、
天
皇
御
自
身
よ
り
大

御
實
ご
仰
せ
ら
る
べ
く
も
な
く
．
人
民
自
身
亦
然
か
申
す

べ
き
襟
も
な
か
り
さ
う
に
思
は
れ
る
。
又
人
民
を
の
み
殊

更
に
賓
ご
鯨
び
、
こ
れ
を
其
の
名
面
こ
な
画
し
た
こ
も
思
は

れ
ぬ
。
按
ず
る
に
オ
ホ
ミ
タ
ヵ
ラ
の
カ
ラ
は
、
ヤ
カ
ラ
（
家

族
）
、
ウ
カ
ラ
（
親
族
）
、
ハ
ラ
カ
ラ
（
兄
弟
）
、
ト
モ
ガ
ラ
（
朋

友
）
な
ざ
の
ヵ
ラ
で
、
オ
ホ
・
ミ
タ
ヵ
ラ
郎
．
ち
大
御
田
干
で
あ

ら
ね
ば
な
ら
滋
。
か
く
て
こ
そ
そ
れ
が
た
“
ち
に
公
民
の

義
こ
も
な
る
べ
き
で
あ
る
。
朝
鮮
語
に
魚
族
を
コ
ル
（
骨
）

こ
い
ふ
も
の
、
亦
其
の
語
原
を
我
が
ヵ
ラ
ご
↓
に
し
た
も

の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
　
究
　
　
無
婬
の
百
娃
（
上
）

　
大
化
の
改
新
に
よ
っ
て
、
從
來
の
皇
族
貴
族
等
私
有
の

部
民
は
悉
く
磨
せ
ら
れ
て
、
齊
し
く
喪
家
の
公
民
こ
な
り
、

其
の
私
有
の
地
は
悉
く
國
家
の
公
地
こ
な
っ
た
。
而
し
て

其
の
民
を
戸
籍
に
上
し
、
授
く
る
に
口
分
田
を
以
て
し
淀
Q

か
く
て
一
切
の
築
盛
は
、
悉
く
均
一
の
地
主
で
あ
り
、
三

期
こ
し
て
は
癬
ら
之
を
耕
す
べ
き
農
民
で
あ
る
。
公
民
即

ち
農
民
な
る
こ
ご
が
、
い
よ
く
適
切
に
認
め
ら
れ
る
こ

ご
、
戸
ひ
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
農
民
は
、
悉
く
が

公
田
郎
ち
大
御
田
の
田
部
で
あ
り
、
即
ち
オ
ホ
ミ
タ
ヵ
う

な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
所
謂
オ
ホ
ミ
タ
カ
ラ
は
郎
ち
公
民
で
、
悉
く
姓
氏
を
有

す
る
。
そ
れ
は
今
も
正
倉
一
院
に
藏
せ
ら
れ
る
大
寳
。
養
老
頃

の
戸
籍
を
始
こ
し
て
、
素
書
の
記
す
る
研
悉
く
之
を
謹
朋

す
る
。
斯
く
て
此
の
姓
氏
を
有
す
る
一
切
の
民
衆
、
即
ち

百
姓
な
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
は
同
時
に
農
民
で

あ
っ
だ
。

　
農
民
以
外
の
も
の
は
原
則
ざ
し
て
公
民
で
は
あ
う
得
な

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
竜
一
　
ハ
　
三
九
三
）



鄭

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
無
姓
の
百
婬
（
上
）

い
。
而
し
て
其
の
公
民
以
外
の
も
の
は
、
原
期
ご
心
て
姓

氏
を
有
せ
ぬ
。
　
｝
見
姓
氏
ら
し
く
見
え
る
も
の
が
あ
っ
て

も
、
そ
れ
は
性
〃
鼻
輪
姓
氏
で
は
な
い
Q
陥
隅
っ
て
彼
｛
等
は
厨

謂
．
白
姓
で
嫉
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
百
姓
」
の
文
字
に
は
勿
論
農
民
ご
い
ふ
意
義
は
無
い
。

併
し
な
が
ら
、
公
民
が
悉
く
口
分
田
斑
々
受
領
の
樫
利
者

で
あ
り
、
原
則
ご
し
て
悉
く
農
民
で
あ
っ
た
が
爲
に
、
「
百

姓
」
は
直
ち
に
農
民
を
意
昧
す
る
こ
ご
・
、
な
つ
か
。
後
に
は

「
百
姓
職
」
な
ご
ご
云
は
れ
て
，
耕
作
に
冠
す
る
一
つ
の
罐

利
株
ま
で
が
楼
生
す
る
に
至
っ
た
の
も
、
　
㎜
に
是
が
爲
で

あ
る
。
斯
く
て
趣
に
は
た
い
に
農
民
を
直
ち
に
、
百
姓
ご
呼

ぶ
ば
か
り
で
な
く
、
農
業
其
の
物
を
も
同
時
に
百
姓
ご
呼

び
、
是
が
｝
つ
の
職
業
名
の
如
く
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
っ
セ
。

　
　
　
三
、
農
民
以
外
の
百
姓

　
大
化
の
新
政
に
於
て
公
民
は
悉
く
口
分
田
の
班
給
に
滴

り
、
農
業
を
以
て
國
本
ご
な
す
の
實
が
い
よ
ノ
＼
具
騰
化

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
七
二
　
（
　
三
九
四
）

さ
れ
、
百
姓
鶴
ち
農
民
こ
い
ふ
の
事
實
は
ま
す
く
明
か

に
な
っ
た
。
併
し
な
が
ら
、
説
會
の
趨
勢
は
永
久
に
農
民

以
外
の
も
の
を
公
民
か
ら
除
外
す
る
こ
ご
を
許
さ
な
か
っ

た
。
天
智
天
皇
の
九
年
庚
午
の
歳
に
、
新
に
戸
籍
を
編
制

し
て
盗
賊
ご
立
浪
ご
を
断
つ
ご
あ
る
。
是
れ
所
謂
庚
午
年

斜
な
る
も
の
で
、
爾
後
永
く
公
民
の
壷
帳
こ
な
っ
た
も
の

で
あ
る
が
、
是
に
依
て
從
來
公
民
の
戸
籍
に
漏
れ
て
居
セ

も
の
、
飾
ち
所
謂
浄
浪
の
徒
も
新
戸
に
卸
せ
ら
れ
、
其
の
公

民
た
る
資
格
を
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ

る
。
こ
、
に
浄
浪
ご
は
必
ず
し
も
常
に
一
所
不
往
に
し
て
、

其
の
居
所
を
定
め
す
遍
歴
し
て
居
る
も
の
ご
の
み
嚴
格
に

解
す
る
必
要
は
無
い
Q
要
す
る
に
浄
浪
民
ご
は
無
籍
者
の

謂
で
あ
っ
た
。
随
っ
て
此
の
際
新
に
公
民
な
る
こ
ご
の
認

め
ら
れ
た
民
衆
の
中
に
は
、
す
で
に
心
血
上
農
業
に
從
事

し
て
居
た
も
の
も
あ
り
、
或
は
新
に
農
民
こ
な
っ
た
も
の

も
少
か
ら
ぬ
事
で
は
あ
ら
う
が
、
而
も
是
が
爲
に
其
の
す

べ
て
が
農
民
ビ
な
っ
て
、
口
分
財
の
班
給
に
二
つ
た
ご
は



考
へ
ら
れ
な
い
。
其
の
中
に
は
引
導
い
て
工
業
、
漁
業
等

に
馬
事
し
て
、
庵
碁
盤
戸
音
部
に
類
す
る
も
の
も
多
か
っ

た
で
あ
ら
う
。
而
し
て
彼
等
は
從
來
の
職
業
其
の
ま
、
に

公
民
の
資
格
を
認
め
ら
れ
、
農
民
ご
同
等
の
地
位
を
得
た

も
の
で
あ
っ
た
に
縮
違
な
い
。
彼
等
は
も
こ
浄
浪
艮
ご
し

て
勿
論
無
姓
で
あ
っ
た
。
中
に
は
．
濤
ら
欝
ふ
る
姓
氏
類
似

の
も
の
が
あ
っ
た
ご
し
て
も
、
そ
れ
は
町
家
か
ら
認
め
ら

れ
π
も
の
で
は
な
か
っ
π
筈
で
あ
る
Q
然
る
に
そ
れ
が
す

で
に
戸
籍
に
編
入
せ
ら
れ
た
以
上
、
必
ず
何
等
か
の
姓
氏

が
認
め
ら
れ
た
筈
で
、
師
ち
百
姓
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
・
〉
に
於
て
か
農
民
以
外
の
百
姓
が
存
在
す
る
。

　
庚
午
年
籍
以
後
に
発
て
も
、
勿
論
新
に
戸
籍
に
登
録
せ

ら
れ
る
も
の
が
多
か
つ
だ
。
而
し
て
其
の
農
民
以
外
に
し

て
、
新
に
戸
に
編
せ
ら
れ
た
も
の
に
徐
戸
が
あ
る
。
鯨
戸

の
民
は
農
民
で
は
な
い
。
普
通
は
工
業
其
の
他
…
雑
役
に
從

課
し
た
も
の
ら
し
く
、
後
世
に
は
名
幕
其
の
ま
、
に
一
種

の
賎
民
部
落
こ
な
っ
て
居
る
も
の
も
あ
る
。
彼
等
が
普
通

　
　
　
策
十
四
　
讐
　
　
研
　
究
　
　
無
姓
の
百
姓
（
上
）

の
農
民
で
な
か
っ
た
こ
い
ふ
事
は
、
高
卓
寺
本
和
名
抄
國

郡
部
に
、
「
班
田
に
入
ら
ざ
る
之
を
籐
戸
ざ
い
ふ
」
ご
み
る

に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
○
高
橋
義
彦
元
亨
承
李
二
年
の
丹

波
國
牒
に
、
多
紀
郡
籐
月
郷
の
事
を
記
し
て
、
「
件
郷
本
よ

り
地
な
し
」
ご
あ
る
の
も
、
増
戸
の
民
が
も
こ
農
民
で
な
か

っ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
此
等
の
徐
戸
は
庚
午
年
籍

の
後
に
於
て
、
常
時
取
り
遺
さ
れ
た
無
籍
の
徒
が
、
國
家

か
ら
其
の
存
在
を
認
め
ら
れ
て
新
に
戸
籍
に
編
入
せ
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
淀
。
出
雲
風
土
記
に
は
、
同
國
の
除
戸
が

謬
れ
も
紳
覇
三
年
の
編
戸
に
よ
る
も
の
な
る
こ
ご
を
謂
っ

て
居
る
。
之
を
軍
に
葦
戸
の
み
ご
蓮
斯
し
て
、
別
に
其
の

郷
（
里
）
の
固
有
名
詞
を
公
進
せ
ざ
る
こ
ビ
は
、
後
世
の
地

誌
地
通
な
ご
に
逸
る
特
殊
の
村
を
「
宿
し
或
は
「
心
太
」
な
ざ

ご
蓮
関
し
て
、
特
に
其
の
固
有
名
詞
を
記
さ
ざ
る
ε
同
じ

閥
係
の
も
の
で
あ
ら
う
。
從
來
の
諸
説
、
普
通
に
徐
戸
を

以
て
、
五
十
戸
一
塁
（
郷
）
の
舗
に
超
過
し
た
る
残
徐
の
戸

を
以
て
、
別
に
一
個
の
郷
ご
些
し
た
場
合
、
之
を
早
戸
ご

　
　
　
　
　
　
第
三
魏
　
　
七
三
　
（
　
三
九
五
）



　
　
　
第
十
事
書
　
　
研
　
究
　
　
無
鍍
の
百
姪
（
上
）

聡
し
た
も
の
だ
な
ざ
ご
説
親
し
て
居
る
が
、
そ
れ
は
甚
し

い
誤
解
で
ぴ
6
0
つ
た
と
謂
は
ね
ば
な
ら
漁
Q
籐
β
は
鋼
底
普

遥
の
農
村
で
は
な
く
、
仁
摩
ご
職
業
ご
を
異
に
す
る
特
殊

の
部
落
で
あ
っ
た
に
鞘
違
な
い
。
併
し
そ
れ
が
す
で
に
戸

に
編
せ
ら
れ
て
其
の
公
民
罵
る
こ
ざ
が
認
め
ら
れ
た
以
上

其
の
住
民
は
や
は
り
普
通
民
ご
同
じ
く
姓
氏
ル
有
し
、
所

謂
百
姓
で
あ
っ
た
に
．
粗
蓮
な
い
○
出
　
雲
風
土
記
に
、
海
濱

の
住
民
を
百
姓
ご
呼
ん
だ
例
が
多
い
。
伺
書
島
根
郡
條
に

爆
撃
囎
験
心
隔
す
。
東
土
質
外
，
雁
書
姓
之

　
家
。

ざ
あ
ろ
の
は
、
茄
の
島
が
「
土
地
豊
沃
、
草
木
枝
疎
、
桑
麻

豊
富
」
ご
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
漁
民
で
あ
っ
た
ご
は
云
ひ

難
い
黙
も
無
い
で
は
な
い
が
、
併
し
彼
の
小
島
の
住
民
が
、

勿
論
ロ
分
田
を
受
け
て
耕
作
に
生
活
す
る
純
農
民
で
あ
っ

だ
こ
は
思
は
れ
7
3
ひ
い
。
殊
に
同
郡
の
條
に
．

美
保
濱
、
廣
藁
縄
＋
歩
。
難
鑑
翫
廊

　
難
賄
比
浦
、
壌
青
世
歩
。
鋪
禦
齪
習
事

　
　
　
　
　
　
溶
や
獣
憲
纏
　
　
　
七
戴
　

（
三
九
六
）

な
ご
あ
る
百
婬
は
、
親
か
に
漁
業
航
海
に
点
き
る
飛
入
で

あ
っ
た
に
鞘
違
な
い
っ
薦
も
彼
等
は
正
に
百
．
鮭
ご
呼
ば
れ

て
居
た
の
で
あ
っ
た
。
殊
に
豊
後
風
土
記
海
部
郡
の
條
に
．

其
の
郡
名
の
由
來
を
説
明
し
て
、

　
此
郡
百
姓
並
漁
邊
白
水
郎
也
。
閃
［
日
呂
海
部
郡
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
ま

ご
あ
る
が
如
き
は
、
最
も
明
・
臼
に
磨
水
郎
即
ち
海
人
を
百

姓
ご
繕
し
、
弼
も
そ
れ
を
以
て
　
郡
を
ま
で
建
つ
る
に
至

っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
ご
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
降
っ
て
天
盛
十
六
年
に
至
っ
て
は
、
工
業
其
の
他
の
鰻

職
に
從
事
し
て
、
從
來
良
茂
ご
歯
せ
ら
れ
な
か
っ
た
難
戸

の
類
を
も
一
般
に
解
放
し
て
、
埋
樋
ご
同
じ
く
し
た
。
乃

ち
彼
等
が
考
慮
な
る
の
資
格
を
認
め
て
、
之
を
爵
姓
こ
な

し
た
の
で
あ
っ
た
。
績
口
本
紀
に
、

　
討
八
…
牛
十
六
晶
牛
二
月
丙
午
、
舛
免
を
八
…
ト
馬
飼
難
戸
人
雄
守
崩
0
因
勅
凹
口
、

　
　
　
　
　
　
　
　

　
汝
等
今
資
姓
、
人
之
所
レ
恥
也
。
所
以
原
審
、
同
し
至
幸
。
但
飾

　
発
之
後
．
r
汝
簿
手
漉
如
不
猛
徳
尚
古
＋
孫
一
、
子
孫
彌
降
蹴
剛
姓
一
、

　
欲
レ
從
n
卑
晶
｝
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

ε
あ
る
Q
こ
、
に
汝
等
が
今
回
へ
る
糾
ハ
ご
は
、
所
二
月
姓
民

の
姓
で
は
な
く
、
其
の
身
分
を
示
す
幕
號
の
謂
で
、
二
、

で
は
馬
飼
維
戸
入
た
る
の
卑
し
い
身
分
の
事
を
指
示
し
た

も
の
で
あ
る
9
爾
こ
の
事
は
次
章
に
詳
説
す
る
。

　
然
る
に
其
の
後
天
季
一
一
四
年
に
至
っ
て
、
此
の
解
放

さ
れ
た
る
維
三
等
を
．
誓
に
よ
っ
て
差
幾
使
役
す
る
こ
ご

を
朋
に
し
淀
◎
同
書
に
、

　
三
三
勝
賓
四
年
二
月
己
巳
、
京
畿
諸
國
鐡
工
、
職
工
、
金
作
、
甲

　
作
、
弓
割
、
矢
作
、
柞
作
、
鞍
作
、
鑛
張
等
之
撫
戸
、
依
曳
李
＋
六

　
年
二
月
十
三
目
議
隷
輔
、
難
ド
蒙
改
姓
「
、
不
“
免
・
咋
本
業
一
ρ
筆
下
・
本

　
貫
一
、
葬
王
子
李
十
五
年
以
前
籍
帳
一
。
濡
色
遅
払
、
佼
・
蔭
蕪
獲
。

と
あ
る
。
從
來
此
の
露
分
を
解
し
て
、
天
李
十
六
年
に
一

且
解
放
し
旋
も
の
を
取
り
曝
し
て
、
穫
籍
に
よ
っ
て
使
役

す
る
事
に
な
つ
元
も
の
、
如
く
説
い
て
居
る
も
の
が
あ
る

け
れ
ご
も
、
そ
れ
は
誤
解
で
あ
る
ご
思
ふ
。
天
準
十
六
年

の
詔
は
、
軍
に
底
魚
水
層
線
以
下
で
あ
っ
た
風
戸
の
身
分

を
曝
し
て
、
卒
民
に
同
じ
く
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
職
業

　
　
　
節
ナ
四
二
　
　
研
　
究
　
　
無
姓
の
百
錬
（
上
）

其
の
物
を
ま
で
も
改
め
し
め
窪
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
是

は
我
が
明
治
政
府
が
猿
多
非
人
の
騰
を
回
し
て
、
身
分
職

業
ご
も
に
畢
甕
に
同
じ
く
し
た
こ
い
ふ
の
ビ
は
繹
が
違
ふ

雑
戸
は
な
ほ
維
戸
の
ま
、
で
、
だ
や
從
念
入
の
珊
つ
る
所

　
　
　
　
　
　
　

で
あ
っ
淀
身
分
（
姓
）
を
臓
免
し
て
、
辮
民
に
同
じ
く
し
た

に
…
過
ぎ
な
か
っ
た
。
三
三
勝
寳
四
年
の
記
事
に
、
「
改
姓
を

蒙
る
ご
錐
も
本
業
を
免
れ
す
」
ご
み
る
の
は
是
で
あ
る
。
随

っ
て
其
の
家
業
の
手
技
は
、
之
を
子
孫
に
旧
習
す
る
必
要

が
め
っ
た
。
若
し
其
の
身
分
の
向
上
に
調
子
づ
い
て
、
瀬
．
業

を
怠
る
楼
な
事
が
あ
っ
淀
な
ら
、
自
ら
食
物
を
生
産
し
て

活
き
る
に
道
な
き
彼
等
の
子
孫
は
、
い
よ
一
解
放
前
の

　
　
　
　
　
　

卑
し
い
身
分
（
姓
）
に
降
る
で
あ
ら
う
そ
ε
の
事
セ
戒
む
る

の
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
而
も
そ
れ
は
杞
憂
で
は
な

か
っ
た
。
彼
等
は
身
分
の
向
上
ご
共
に
其
の
本
業
を
怠
る

に
至
っ
た
。
そ
こ
で
天
距
離
實
四
年
に
至
っ
て
、
特
に
訓

戒
し
て
、
奮
に
よ
り
差
登
使
役
す
る
こ
ご
に
な
っ
た
の
で

み
つ
た
。
さ
れ
ば
是
は
轟
び
其
の
身
分
を
下
げ
た
の
で
は

　
　
　
　
　
　
策
三
號
　
　
七
五
　
（
　
一
二
九
七
）



　
　
　
策
十
四
巷
　
　
研
　
究
　
　
無
姓
、
の
㌶
疑
ハ
上
）

な
く
、
た
“
使
役
上
の
監
督
を
厳
に
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ

た
も
の
こ
解
す
べ
き
で
あ
る
Q
郎
ち
雑
戸
ご
し
て
の
職
業

は
も
ご
の
雑
戸
の
ま
、
で
あ
る
が
、
其
の
身
分
は
天
準
十

六
年
の
改
姓
に
掲
額
き
、
蛮
民
同
等
で
あ
っ
た
に
和
蓮
な

い
。

　
實
は
蕪
戸
の
身
分
に
就
い
て
は
、
　
｝
方
で
は
良
民
の
子

を
養
子
ご
す
る
を
禁
止
す
る
律
の
條
項
が
あ
り
、
　
…
方
で

は
良
人
こ
の
蓮
婚
差
支
な
し
ご
す
る
集
解
誘
導
の
法
家
の

修
論
も
あ
っ
て
、
從
來
可
な
り
研
究
者
の
頭
を
機
ま
し
た

か
の
如
く
見
受
け
ら
れ
た
が
、
是
も
此
の
解
放
前
後
に
於

け
る
身
分
の
相
違
の
結
果
で
め
っ
た
。
其
の
以
前
に
は
二

戸
は
良
入
以
下
の
身
分
ご
し
て
、
良
人
こ
の
通
婚
を
禁
せ

ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
天
李
十
六
年
号
解
放
以
後
は
、

李
民
ご
同
じ
地
位
に
陞
さ
れ
て
、
導
者
問
の
結
婚
差
支
な

き
に
至
っ
た
の
で
あ
る
Q
そ
こ
で
集
解
卓
立
の
淫
、
家
の
諸

説
は
，
其
の
御
言
の
實
際
に
就
い
て
説
を
黙
し
た
も
の
で
、

律
の
規
定
は
當
然
取
り
溝
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
察
せ

　
　
　
　
　
　
薦
去
一
線
　
　
　
七
山
ハ
　
（
　
三
九
入
）

ら
れ
る
。
唐
に
於
け
る
法
典
の
下
戸
の
地
位
は
、
我
が
國

に
は
適
用
掛
來
な
い
の
で
あ
る
。

　
ご
も
か
く
も
所
謂
天
下
の
馬
飼
雑
戸
人
等
は
、
天
年
十

六
年
の
解
放
に
よ
っ
て
蛮
民
の
地
位
を
獲
得
し
、
所
謂
「
百

姓
」
の
仲
間
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
四
、
姓
氏
の
獲
得

　
我
が
國
に
於
け
る
姓
氏
は
、
原
珊
こ
し
て
は
朝
廷
か
ら

賜
は
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
今
た
。
勿
論
轟
實
上
の
問

題
こ
し
て
，
一
切
の
民
衆
に
一
々
其
の
姓
氏
を
賜
は
る
＆

い
ふ
事
が
出
來
得
べ
き
筈
は
な
い
Q
蓋
し
之
を
公
民
の
戸

籍
に
編
成
し
て
、
其
の
農
ら
暮
す
る
所
の
辮
號
を
國
家
の

機
關
が
承
認
し
て
、
之
を
籍
帳
に
登
録
す
る
こ
ご
が
、
直

ち
に
朝
廷
よ
h
賜
は
つ
た
こ
同
一
の
結
果
こ
な
り
、
そ
れ

が
祈
謂
姓
氏
こ
な
る
嵐
）
の
で
あ
っ
た
こ
解
せ
ら
れ
る
。
郎

ち
公
民
な
る
の
資
絡
を
認
め
ら
る
、
ご
同
時
に
、
其
の
繕

す
る
所
の
姓
氏
を
、
公
然
獲
得
す
る
こ
ご
、
な
っ
た
の
で

あ
っ
た
。



　
之
を
我
．
が
太
古
の
状
態
に
就
い
て
考
ふ
る
に
、
此
の
島

幽
に
於
け
る
す
べ
て
の
民
衆
は
、
其
の
初
に
於
て
為
ご
よ

う
姓
氏
と
も
裕
す
べ
き
も
の
は
無
か
っ
た
の
で
あ
っ
淀
に

相
違
な
い
。
之
を
肥
代
の
品
名
に
就
い
て
見
る
も
、
勿
論

そ
こ
に
姓
氏
ご
名
こ
の
薩
別
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い
。

併
し
な
が
ら
β
口
黒
蓋
す
る
に
及
ん
で
は
、
こ
、
に
磨
然

…
の
家
族
を
他
の
家
族
か
ら
遜
冠
し
、
又
一
の
系
統
を
他

の
系
統
か
ら
颪
瀦
せ
ん
が
爲
に
、
其
の
家
族
叉
は
系
統
を

示
す
ご
こ
ろ
の
何
等
か
の
名
評
の
必
要
が
生
す
る
。
こ
、

に
於
て
、
或
は
其
の
職
業
に
よ
り
、
或
は
其
の
住
庭
の
名

に
よ
り
、
或
は
其
、
の
他
の
事
情
に
よ
っ
て
、
或
は
自
ら
之

を
乱
し
、
或
は
他
よ
り
之
を
呼
ば
れ
て
、
は
じ
め
は
下
る

個
人
の
禰
こ
し
て
用
ひ
ら
れ
た
も
の
が
、
途
に
は
其
の
子

孫
に
及
び
、
｝
族
に
冠
せ
ら
れ
る
襟
に
な
る
Q
而
し
て
そ

．
れ
が
國
家
か
ら
認
め
ら
れ
て
、
始
め
て
所
謂
姓
氏
ε
な
る

で
の
あ
る
。
之
を
卑
近
の
例
を
以
て
云
へ
ば
、
國
定
忠
次

ε
云
ひ
、
天
川
屋
儀
兵
衡
こ
い
ふ
其
の
國
定
叉
は
天
川
屋

　
　
　
策
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
無
娃
の
百
娃
（
上
）

な
る
欝
號
は
、
勿
論
一
の
私
讐
で
あ
っ
て
、
所
謂
姓
氏
で

は
な
い
。
又
其
の
住
所
の
駅
況
に
よ
っ
て
、
橋
本
の
何
某
．

渡
邊
の
何
某
　
ご
云
っ
た
所
で
、
そ
れ
は
麗
・
に
便
宜
上
、
他

よ
り
之
を
簸
別
せ
ん
が
爲
に
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

亦
未
だ
姓
氏
ご
褥
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
併
し
な
が
ら
、

そ
れ
が
國
家
の
機
開
か
ら
認
め
ら
れ
、
法
定
の
装
着
に
登

録
せ
ら
れ
拠
な
ら
ば
、
始
め
て
姓
氏
こ
な
る
の
で
あ
る
、

卸
ち
彼
等
は
こ
、
に
始
め
て
國
法
上
の
姓
氏
を
獲
得
す
る

こ
ご
、
な
る
の
で
あ
る
。
帝
王
編
年
記
に
、

　
洋
行
天
皇
五
年
乙
亥
、
賜
姓
壁
際
國
百
姓
。

ご
あ
り
、
皇
代
記
及
び
皇
年
代
略
記
に
は
、
之
を
同
天
皇

十
三
年
の
條
に
詠
め
て
あ
る
が
如
き
は
、
も
ご
よ
り
史
實

こ
し
て
信
用
す
べ
き
点
点
の
少
い
記
事
で
は
あ
る
け
れ
ざ

も
、
も
こ
一
無
姓
で
あ
っ
た
地
方
の
住
民
が
、
皇
尊
に

浴
し
て
其
の
筆
意
た
る
こ
ご
が
認
め
ら
れ
、
姓
氏
を
賜
は

つ
て
戸
籍
に
編
せ
ら
る
、
に
至
る
ご
い
ふ
順
序
を
語
っ
た

も
の
ご
解
し
て
よ
い
。
人
民
を
帰
す
る
こ
ご
は
す
で
に
崇

　
　
　
　
　
　
錐
三
豊
　
　
七
七
　
（
　
三
九
九
）



　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
　
究
　
　
無
難
0
酵
姓
（
上
）

瀞
天
皇
十
二
年
の
條
に
も
見
え
て
居
る
程
で
、
轟
く
天
皇

直
轄
御
領
の
民
に
．
其
の
姓
氏
を
認
め
，
或
は
之
を
賜
は

．
つ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
ε
は
疑
を
容
簸
訟
。

　
之
を
白
蝋
民
族
構
成
の
各
要
素
に
就
い
て
考
察
す
る
に

天
孫
前
々
杵
、
奪
が
多
く
の
面
々
を
從
へ
て
、
此
の
島
國
に

降
臨
し
給
う
た
こ
い
は
れ
る
様
な
古
い
時
代
に
は
、
研
謂

天
孫
民
族
に
も
勿
論
姓
氏
は
無
か
つ
だ
。
天
兇
屋
根
命
は

中
艇
氏
の
霜
先
で
あ
り
、
隠
語
命
ば
二
部
氏
の
二
軍
で
あ

っ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
其
等
の
諸
臣
の

子
孫
は
、
そ
れ
み
＼
姓
氏
を
獲
得
．
し
て
、
中
距
ご
呼
ば
れ
、

血
肥
ご
呼
ば
れ
る
こ
ご
に
な
っ
た
。
是
は
他
に
も
幾
つ
か

の
同
じ
様
な
身
分
の
霞
僚
が
並
び
存
し
て
、
梱
互
周
に
差

別
を
示
す
の
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
○
さ
れ
ば
、
萬
世

唯
一
に
ま
し
一
て
、
何
等
他
ご
輝
均
す
べ
き
必
要
な
き

我
が
由
黒
ウ
艶
に
は
、
・
水
久
に
御
擁
抽
氏
ご
由
丁
す
べ
き
も
の
が
盤
｛

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
分
れ
て
捌
に
一
家
を
創
立
し
、

臣
籍
に
列
し
て
所
講
皇
別
諸
氏
を
託
す
に
至
っ
て
、
始
め

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
七
八
　
（
　
四
〇
σ
）

て
姓
氏
を
賜
は
り
、
之
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
唐
入
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
め

の
儀
を
解
せ
す
、
我
が
皇
室
の
始
は
「
阿
毎
」
な
ざ
、
書
い

て
居
る
の
は
、
之
を
密
行
の
實
際
に
比
較
し
て
、
我
が
國

情
を
解
し
得
な
か
っ
た
滑
稽
で
あ
る
ご
謂
は
ね
ば
な
ら
鎗

　
天
孫
降
臨
以
前
か
ら
此
の
國
土
に
住
し
た
所
謂
國
津
紳

の
側
に
あ
っ
て
も
、
勿
論
姓
氏
ご
謂
ふ
べ
き
も
の
は
無
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
や
つ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
み
　
　
な
ハ
ほ
　
　
い
に
け

っ
た
。
そ
れ
が
天
皇
の
御
奴
こ
な
b
、
所
謂
臣
、
蓮
、
伸

み
や
つ
こ
　
　
く
に
の
み
や
つ
こ

造
、
國
造
な
ご
呼
ば
れ
る
様
に
な
っ
て
、
始
め
て
姓

氏
が
認
め
ら
れ
る
。
但
其
の
下
に
差
す
る
部
民
に
至
っ
て

は
、
軍
に
何
部
な
ざ
、
呼
ば
れ
る
だ
け
で
、
そ
れ
は
未
だ

売
家
の
認
む
る
姓
氏
な
る
も
の
で
は
無
か
っ
た
Q
然
る
に

大
化
改
新
以
下
是
等
の
部
民
が
解
放
せ
ら
れ
て
、
新
に
公

艮
に
班
．
せ
ら
れ
て
以
來
、
其
の
從
車
糖
し
て
居
っ
た
部
の

名
が
、
薩
ち
に
氏
こ
し
て
認
め
ら
れ
だ
も
の
が
多
い
。
或

は
新
に
姓
氏
を
賜
は
つ
た
も
の
も
あ
り
、
或
は
自
ら
改
め

て
そ
れ
が
國
家
か
ら
認
め
ら
れ
た
も
の
も
少
か
ら
ぬ
こ
ご

で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
明
治
維
新
後
李
民
に
封
し



で
苗
字
公
幕
が
命
ぜ
ら
れ
、
霧
臼
勝
手
に
そ
れ
を
繕
へ
、

戸
籍
に
登
録
せ
ら
れ
て
始
め
て
勤
か
ぬ
も
の
に
な
っ
た
襟

な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
其
の
後
気
戸
或
は
奴
脾
の

如
き
無
姓
の
徒
が
、
解
放
せ
ら
れ
て
良
民
の
班
に
馨
し
、

新
に
姓
氏
を
賜
は
つ
た
場
合
亦
黒
点
で
あ
っ
π
。
綾
日
本

．
紀
に
、

　
　
養
老
三
年
十
…
月
戊
寅
、
少
初
位
下
河
内
手
人
大
足
、
賜
下
謬

　
　
姓
㌔
恐
海
手
人
廣
道
、
賜
久
米
直
姓
一
。
並
除
雑
戸
號
一
。

　
　
養
老
七
年
十
二
月
丁
画
、
放
襲
昌
紅
花
一
、
從
し
良
○
賜
｝
…
高
市
姓
一
。

　
　
神
護
景
雲
元
年
三
月
癸
亥
、
放
嵩
奴
息
鷹
呂
一
、
賜
雍
殖
栗
蓮
一
。

　
　
碑
溝
費
、
賜
姓
忽
坂
一
。

　
　
脚
黄
三
一
兀
年
瀞
u
封
h
じ
丑
、
A
コ
良
大
鷺
柵
果
人
子
秋
雨
等
六
十
八
人
、
㎜
物
輔

　
　
姓
槍
前
、
若
櫻
部
、
津
守
部
，
疲
髪
部
、
石
上
部
、
丈
部
、
桑
原
部
、

　
　
置
始
蔀
、
宇
治
部
、
大
宅
部
、
丸
蔀
、
秦
部
、
林
部
、
穂
積
都
、
調
使

　
　
部
、
伊
煮
凝
、
風
調
部
、
額
田
部
、
上
ノ
村
主
、
湯
葉
部
、
壬
生
部
。

な
ご
あ
る
の
は
是
で
あ
る
。
殊
に
此
の
最
後
の
も
の
は
、

奴
蝉
が
解
放
せ
ら
れ
て
所
謂
争
良
こ
な
り
、
緑
故
を
た
ご

つ
て
も
こ
の
所
，
擁
の
名
を
其
ま
、
氏
こ
な
し
た
も
の
こ
解

　
　
　
第
十
凶
巷
　
　
研
　
究
　
　
熱
姓
の
百
姓
（
上
）

せ
ら
れ
惹
。

　
東
方
の
毛
人
邸
ち
蝦
夷
の
族
に
し
て
王
民
に
載
せ
ら
れ

姓
を
賜
は
つ
た
略
の
も
亦
多
い
。
蝦
夷
は
も
こ
姓
氏
を
有

し
な
い
Q
そ
れ
は
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
が
、
明
治
政
府
の
戸

繕
に
編
入
せ
ら
れ
る
ま
で
、
そ
れ
を
持
た
な
か
っ
た
模
な

も
の
で
あ
っ
π
に
相
違
な
い
。
然
る
に
そ
れ
も
だ
ん
み
＼

皇
化
に
服
し
て
熟
蝦
夷
ε
な
わ
、
俘
囚
ご
呼
ば
れ
、
は
て

は
編
戸
の
氏
こ
な
り
、
姓
氏
を
賜
は
る
。
績
紀
に
、

　
和
銅
三
年
…
幽
二
項
丑
、
陸
奥
蝦
夷
等
請
雫
賜
　
君
姓
一
、
同
叩
偏
戸
工
，

　
許
乏

ご
あ
る
。
勿
論
其
の
潜
姓
を
賜
は
つ
た
も
の
は
、
中
で
も

オ
テ
ナ
ご
も
云
は
れ
た
程
の
豪
族
で
、
そ
れ
が
古
代
の
國

造
な
み
に
、
其
の
地
名
の
下
に
鱈
の
ヵ
バ
ネ
を
鋭
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
彼
等
が
潜
姓
を
賜
は
る
と
、
其
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
に
ん

部
下
の
俘
囚
等
は
其
の
潜
の
衆
人
即
ち
家
の
子
こ
し
て
、

き
み
こ
澹
子
ご
呼
ば
れ
、
震
子
部
を
廉
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
俘

囚
に
霧
子
部
（
後
に
吉
彌
侯
賞
讃
は
吉
美
侯
部
）
ご
呼
ば
れ

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
七
九
　
（
　
四
〇
一
）



　
　
　
第
十
四
巷
　
　
硯
　
究
　
　
無
碍
の
百
娃
ハ
上
）

た
も
の
、
多
い
の
は
是
が
爲
で
あ
っ
た
こ
解
せ
ら
れ
る
。

（
勿
論
其
の
以
外
に
も
俘
囚
以
外
の
地
方
の
「
君
」
も
あ
る

べ
く
、
そ
れ
に
属
し
た
擁
す
郡
の
存
在
も
無
論
認
め
な
け

れ
ば
な
ら
漁
。
）
併
し
そ
の
鱈
子
な
る
部
民
が
解
放
さ
れ
て

公
民
に
塗
せ
ら
る
れ
ば
、
其
の
吉
彌
侯
部
が
直
ち
傷
本
姓

こ
し
て
認
ら
れ
る
。
新
撰
姓
氏
録
に
は
、
吉
彌
侯
部
を
以

て
崇
棘
天
皇
の
後
面
た
る
こ
ご
を
認
め
、
面
恥
の
中
に
班

し
て
あ
る
。

　
東
方
毛
入
の
族
に
遅
し
て
、
衆
夷
ご
呼
ば
れ
た
西
方
の

土
着
人
等
も
、
亦
も
ご
姓
氏
を
有
せ
な
か
っ
た
Q
然
る
に

彼
等
も
皇
化
に
服
し
て
日
本
民
族
に
編
入
せ
ら
る
、
ご
共

に
、
姓
氏
を
有
し
て
百
姓
こ
な
る
。
績
織
本
紀
天
恵
十
七

年
五
月
已
未
條
に
、

　
筑
前
、
筑
後
、
幾
前
、
豊
後
、
罷
前
、
肥
後
、
日
向
七
島
無
族
人
等
、

．
賜
｝
…
所
レ
願
解
一
。

ご
あ
る
の
は
、
當
時
な
ほ
編
戸
に
漏
れ
て
居
淀
も
の
に
樹

し
て
、
一
時
に
二
分
し
た
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
雄

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
八
O
（
四
〇
二
）

略
天
皇
の
使
誘
が
宋
の
天
子
に
呈
し
た
こ
解
せ
ら
れ
る
倭

玉
武
名
義
の
國
書
に
．
「
東
征
三
毛
人
為
ナ
五
識
｝
、
西
服
二
、

衆
夷
六
ナ
翠
蔓
r
」
ご
あ
る
様
に
、
東
方
の
毛
人
節
ち
蝦
夷

の
域
に
溢
し
て
漸
次
皇
銘
の
普
及
し
だ
と
同
様
に
、
西
方

な
る
衆
夷
の
住
所
に
も
漸
次
皇
化
が
普
及
し
て
、
所
謂
倭

入
も
次
第
に
團
家
の
百
姓
ご
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
雁
し

て
そ
れ
は
他
の
地
方
の
百
姓
ご
同
じ
く
、
公
民
こ
し
て
戸

籍
に
編
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
正
倉
院
文
書
大
里
二
年
の
上

毛
郡
や
伸
津
郡
の
β
籍
が
示
す
如
く
、
そ
れ
ぐ
に
紫
姓

氏
を
有
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
勿
論
當
初
に
於
て
は
、
悉

く
農
民
ご
し
て
、
　
一
定
の
口
分
の
班
給
に
輿
つ
捉
も
の
で

あ
ら
う
が
、
後
に
は
既
記
の
如
く
、
農
民
な
ら
訟
線
海
の
自

水
郎
の
徒
ま
で
が
、
百
姓
ご
爾
せ
ら
れ
て
、
勿
論
姓
氏
を

有
す
る
も
の
に
な
っ
て
居
た
こ
ご
は
、
豊
後
風
土
記
の
記

事
明
か
に
之
を
謹
す
る
。
而
も
な
ほ
そ
れ
に
漏
れ
た
も
の

が
各
地
に
多
か
っ
た
筈
で
、
そ
れ
等
が
此
の
湿
雪
同
時
に
、

本
入
の
希
望
の
ま
、
に
姓
を
興
へ
、
戸
籍
に
編
入
し
て
百



身
元
る
の
身
分
を
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
こ
、
に

願
ふ
所
の
姓
ご
は
、
前
記
和
銅
三
年
に
陸
奥
の
蝦
夷
の
或

る
者
等
に
旧
姓
を
賜
は
つ
た
ビ
同
じ
く
、
或
る
カ
バ
、
矛
を

賜
は
つ
た
も
の
だ
ビ
も
考
へ
ら
れ
る
襟
で
は
あ
る
が
、
此

の
西
海
蓮
七
國
の
無
姓
人
こ
い
ふ
は
、
恐
ら
く
一
般
民
衆

の
事
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
も
の
が
慮
る
ヵ
バ

ネ
を
認
め
ら
れ
る
様
な
、
高
い
身
分
の
も
の
、
み
で
は
な

か
っ
た
に
精
違
な
い
。
殊
に
其
の
慮
分
の
あ
っ
た
天
雫
十

七
年
は
、
天
下
の
馬
飼
遅
達
の
徒
を
一
般
的
に
解
放
し
て

李
民
に
同
じ
く
し
π
こ
い
ふ
天
李
十
六
年
の
璽
年
で
あ
る

こ
ご
を
考
へ
合
す
・
れ
ば
、
こ
、
に
姓
ご
は
所
珊
醐
ウ
ヂ
で
あ

っ
て
、
所
謂
カ
バ
ネ
で
な
い
事
は
首
肯
さ
れ
や
う
○

　
こ
、
に
慌
て
余
輩
は
、
此
の
論
文
記
述
上
、
我
が
國
に

於
て
同
じ
く
「
姓
」
の
文
字
を
以
て
あ
ら
は
さ
れ
た
る
、
所

、
謂
ウ
ヂ
ε
カ
バ
ネ
ご
に
就
い
て
二
軍
に
説
明
す
る
の
必
要

を
認
め
る
。
既
に
言
へ
る
如
ぐ
、
支
那
に
於
て
も
ご
「
姓
」

・
ざ
「
氏
」
こ
の
間
に
も
こ
遜
別
が
あ
っ
た
ビ
し
て
も
、
後
に

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
　
究
　
　
無
姓
の
百
姓
（
上
）

は
通
例
そ
れ
が
同
じ
も
の
を
示
す
こ
ε
、
な
っ
て
、
「
姓
は

某
氏
」
こ
い
ふ
風
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
た
が
、
我

が
國
で
も
そ
れ
を
其
の
ま
、
に
移
し
て
、
「
氏
」
の
字
を
ウ

ヂ
に
當
て
る
ご
共
に
一
方
に
は
「
姓
」
の
字
を
も
同
時
に
そ

れ
に
當
て
る
こ
ご
、
な
っ
て
居
た
○
す
で
に
日
本
紀
に
は
、

其
の
天
智
天
皇
條
に
於
て
、

　
八
年
十
月
丙
午
朔
庚
申
、
天
皇
灘
乗
宮
大
皇
弟
於
藤
原
内
大
距

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
家
噌
、
授
鵬
大
織
冠
與
｝
天
距
位
一
。
伍
賜
y
姓
続
出
藤
原
氏
一
。

ε
あ
る
。
藤
原
氏
は
立
ち
内
大
臣
鎌
足
鋼
賜
は
つ
た
「
姓
」

な
の
で
あ
る
。
然
る
に
一
方
で
は
「
姓
」
字
を
カ
バ
ネ
ε
訓

じ
、
所
謂
墨
色
の
姓
な
ざ
の
場
合
に
用
ひ
て
居
る
。
か
く

て
そ
れ
和
氏
ビ
連
愛
し
、
．
姓
藤
原
朝
臣
な
ざ
＼
用
ひ
た
場

合
が
多
い
け
れ
こ
も
、
所
謂
カ
バ
ネ
な
る
も
の
は
も
ご
家

柄
叉
は
身
分
な
ざ
を
あ
ら
は
す
一
種
の
繕
號
で
あ
っ
て
、

本
県
勿
論
漢
字
の
「
姓
」
に
相
之
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

随
っ
て
「
姓
」
の
字
を
其
の
文
字
の
正
し
い
意
味
に
於
て
、

一
方
に
ウ
ヂ
の
み
の
場
舎
に
用
ふ
る
も
不
思
議
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
入
一
　
（
四
〇
三
）



　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
　
究
　
　
無
姓
の
百
姓
（
上
）

庶
民
は
蓮
例
カ
バ
ネ
を
有
せ
す
、
も
ε
其
に
薦
し
て
居
た

「
部
」
の
名
を
其
の
ま
、
「
氏
」
こ
し
て
居
る
場
合
が
多
い
が
、

そ
れ
が
郎
ち
同
時
に
「
姓
」
で
め
り
、
そ
れ
を
有
す
る
も
の

郎
ち
「
．
肖
姓
」
な
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
本
編
に
於
て
は
、
カ

バ
ネ
を
意
味
す
る
場
合
の
「
姓
」
と
の
混
同
を
避
け
ん
が
爲

に
、
殊
更
に
「
姓
氏
」
ご
熟
字
に
用
ひ
た
場
合
が
多
い
が
、

そ
れ
は
直
ち
に
ウ
ヂ
を
意
昧
す
る
も
の
で
、
其
の
ク
ヂ
を

有
す
る
も
の
郎
ち
百
姓
な
の
で
あ
る
。
之
を
蓮
に
云
へ
ば

百
姓
は
必
ず
姓
氏
を
有
す
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。

第
三
號
　
　
入
二
　
（
四
〇
四
）


